



















































































































（慶應元年明細分限帳 / 越中哲也編の目次より） 
 
⑥-３ 長崎会所頭取 福田猶之進の短冊が不明になっている。（赤線で囲った部分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥-４ 虫損が多数あるので，修復を行う必要がある。 
（折本仕様で両面が記載面につき，裏打ちはできず漉き嵌めとすることが望ましい） 
 
 
 
⑦ 平成30年1月16日に，原田博二長崎史談会会長（元長崎市博物館長：新長崎市史執筆者）
に，武藤文庫の明細分限帳を確認してもらったところ，次のようなご見解でした。 
 
『「新長崎市史」に「原本は確認されていない」と記述したのは私です。
武藤文庫の「明細分限帳」は紛れもなく原本です。まさか原本があった
とは大変な驚きです。大発見ですよ。流石、武藤先生ですね。市史の修
正が必要になってきましたね。 
 
翻刻された越中先生のご本には，（発見された巻以外の部分に）元号や
唐通事の名字の間違いなどが見受けられていました。一部分でしたが，
原本がでてきたことで，書写本の正確性を精査するなど，研究に資する
ことできる素晴らしい発見となります。』 
 
 
 
文責：経済学部分館主査 宮脇英俊（平成30年1月） 
